
 

 

 

 

 

 

第１４回 

○場所：神土ふれあいサロン 

○時期：平成２９年５月２９日 19：00～21：00 

○参加者：委員 4 名 ゲスト５名 地域おこし協力隊 4 名 行政５名 

 名古屋大学大学院環境学研究科：高野雅夫教授 

 

【東白川村がんばる地域づくり補助金】 

〈補助金申請プレゼンテーション〉 

 

①クレイシ棚田ビオトープ公園化事業 

（団体名） ＮＰＯ法人青空見聞塾  

（目 的） 中通地区のクレイシ棚田を公園化し、活動を通して村内外の人々の

交流機会を増化。農業振興。 

（開催日程） 平成２９年８月、９月の週末 (２部構成にて実施) 

（背 景） 棚田の保存・維持の目的のため２０１６年より青空見聞塾が管理し

ている。 

（計 画） 今年度はオーナー制度と平行して、この棚田周辺の環境整備をワー

クショップ形式で行い、内容を参加者の主体的な考えを盛り込み

活動していく。 

（整備実施項目） ため池、水道、散策道、ベンチ、あずま屋、防獣ネット、簡易ト

イレ、小ステージ、カフェコーナー 

 

◇当初よりオーナー制度（現在２０組ほど）を導入しており、年間３０，０

００円で年間の田植え、草取り、稲刈り、脱穀といった、作業に参加できる

ほか玄米３０ｋｇ、野菜ギフトがもらえる特典がついている。また、今年度

も定住自立圏の事業として行われる。 

 

東白川村 

美しい村づくり 

委員会 



（懸案事項） 棚田のオーナー制度は定住自立圏と事業が重なる部分が有る。 

（委員による決議） 差し戻しとなりました。 

        

▼理由 

        ・目的、内容が不明瞭である。 

        ・定住自立圏の事業と重なっている。 

        ・企画として練りあがっていない部分がある。 

        ・ハード事業を考えた場合経費がかなりかかる 

        ・補助金の対象内容をイベント、環境整備といったように 

         分けることで内容が明瞭化されるのでは？ 

        ・そもそもオーナー制度を設けているのでその経費で 

         環境整備を行ってみては？ 

 

〈経過報告〉 

②田乃花咲くや祭～がんばる補助金使用事業～ 

（団体名）あめつち  

（参加者）出演者は早乙女、音楽隊等 人数は村内出身者も参加し確保できつつ

あり、各々の活動。村の方へサナモリ(さなぶり・食事)での郷土料理の

提供をお願いしている。 

（映 像）予算６万円で組んでいるが１日のみの予算で組んでいたが、前準備が

あればこれ以上にかかってくる。 

（取 材）平成２９年５月３０日に取材を受ける。 プレスリリース 

 

③ヒガシシラカワズカップ～がんばる補助金使用事業～ 

（団体名）飛騨川漁業協同組合 

◇東白川夏祭りにて１６時～１６時半まで表彰式を行う。 

大会参加者に夏祭り会場にて使用できる金券を渡し、夏祭りに出来るだけ残っ

ていただくような仕組みをつくる。 宣伝方法としてポスターを作製予定。    

 

【名古屋大学大学院臨床学研修】 

（日程：６月１日～３日） 

◇美しい村委員および地域おこし協力隊に、名古屋大学大学院との懇談会への



参加を募り、１１名の参加者が確定しました。 

また、名古屋大学大学院高野教授より臨床学研修について説明が行なわれ

ました。 

研修は半年かけて持続可能な地域をつくるために学生が提案をする研修です。 

今回は下見のようなもので、今後、学生が興味を持った課題など内容のテー

マを決定し、各々がその後に調査をし、１２月に報告会を行う予定です。委員

会の皆さんには、学生が新しい発想をする手助けをお願いしたいとの意向を受

けました。 

 

【集落歩き】 

（大沢地区） 

◇開催は７月１６日（日）１３時と決定しました。 

案内役の方のリストアップを行なって、依頼を行なうことが決定しました。 

 

【東白川夏祭り】 

〈委員会出店について〉 

夏祭り実行委員会より、夏祭りでの美しい村委員で、ブースができないか依頼が

ありました。どのような物にするか、次回検討することになりました。 

 

【石徹白視察】  

開催日を７月７日～８日と決定しました。 

また、知りたい研修先の地域活動をリストアップしました。 

 

【東白川村田植え歌】 

田乃花咲くや祭にて歌う予定や CDアルバムの制作予定です。 

 



 


